
 

                           

 

  

    

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

     

       

 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

   
   

    

  

  

  

  

  

  

  

「消費者裁判手続き特例法(集団訴訟法案)12 月 4 日成立 

12/1 朝日新聞では、「消費者訴訟法案 中ぶらりん。今国会も審議が間に合わず、廃案か継

続審議。森消費者相は、特定秘密保護法案と食材偽装問題の集中審議への出席も求められる

多忙ぶりで、特例法案の審議日程が決まらないためだ。」12/4 朝日新聞には「消費者訴訟法成

立へ 森担当相やっと出席 参院委採決。参院本会議で可決、成立する見通し」 

そして 12/5 中日新聞【12/4 成立した法案 消費者裁判手続き特例法・公選法改正・原子力

損害賠償請求権時効特例法・国土強靭化基本法・産業競争力強化法】 

私達のくらしに関わる法案が、いつどのように国会で審議され成立するのか知ることがで

きました。これから実効性のある法案にしていく必要があります。 
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第２回幹事会議案 

◇日 時：２０１３年１１月２７日（水）１３：３０～１６：００ 

◇会 場：ユーコープしずおか県本部Ａ会議室 

◇参加者：13 名・静岡大学・竹下准教授 

 

◇議題 

１．学校における消費者教育を支援していくための勉強会 

   静岡大学・竹下准教授より、大学生向け消費者教育講座「食の安全・安心について考えよう」  

  の模擬講座が行われた。 

２．検討事項 

（１）文科省 PJ「消費者教育推進のための実証的共同研究」 

     色川代表より、進行状況と今後の予定が報告され協議がされた。 

（２）入門講座について 

    検討会で企画された案が提案され、講座１のテキスト作成は企画委員・講座２は司法書士会

講座３はユーコープでそれぞれ担当することが確認され、県や自治体への提案をすすめる。 

（３）地方消費者グループ・フォーラム in 名古屋 

     実行委員会からの要請に基づき２名の代表を送ることとした。 

（４）消費者庁との懇談会について 

    小野事務局長を代表として送り、意見交換会への参加要請の方法などを例に、消費者団体の

実情との齟齬、「消費者目線」の徹底などについて、意見を伝えることとした。 

３．情報交換 

＊消費者問題シリーズ研修会のご案内 

     平成 26年1 月 9 日(木)13:30～ 

      静岡県司法書士会館(静岡市) 

第 1 講 「相談技法」 

第 2 講 「多様化する決済手段に関す 

    る法律の概要と実務における 

    ポイント」 



◎文科省 PJ「消費者教育推進のための実証的共同研究」について 

  ＜ねらい＞大学生を対象に、半期 15 回分の消費者 

     教育授業を行うために、効果的・体系的な教 

材開発を行う。 

       ＊体系的な教材とは、「消費者市民社会の構築」 

          「商品等の安全」「生活の管理と契約」 

          「情報とメディア」を包括的に含んだもの。 

  ＜成果物＞学生に配布する教材・教材の指導書 

  ＜期 限＞2014 年度内 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文科省 PJ 

 「『連携・協働による消費者教

育推進事業』における消費者教

育推進のための実証的共同研

究」の文部科学省よりの公募に

応募し研究をすすめることに 

 なりました。 

参考に【教材の目次(仮)より】 

1. オリエンテーション 消費をどう考えていくか(色川代表) 

2. 消費社会と消費者問題(色川代表) 

3. 契約の基本を学ぼう(静岡県司法書士会) 

4. クーリング・オフを知ろう(静岡県労働者福祉協会) 

5. アパートの借り方・返し方(静岡県司法書士会) 

6. 消費生活センターとはどういうところか(静岡市消費生活センター) 

7. お金を借りる時に知っておきたいこと(静岡県労働金庫) 

8. クレジットカードについて考える(静岡県労働金庫) 

9. 食の安全について考える①(静大・竹下先生) 

10. 食の安全について考える②(生協ユーコープ) 

11. 食の安全について考える③(生協ユーコープ) 

12. 「情報とメディア」①（静大・塩田先生と院生） 

13. 「情報とメディア」②（静大・塩田先生と院生） 

14. 消費の在り方を考える－持続可能な社会に向けて－ 

      （静岡県地球温暖化防止活動推進センター） 

15. まとめ 

 

 

地方消費者グループ・フォーラム in 名古屋 

消費者教育フェスタ in 名古屋 

   

2014 年 1 月 17 日（金）11:00～16:00   

<会場>日本ガイシフォーラム 

(東海道線「笠寺駅」徒歩3 分) 

 *消費者教育推進法を受け、消費者庁主催「地方消費者 

 グループ・フォーラム」と文部科学省主催「消費者教育 

フェスタ」との連携開催です。 

   ＜問い合わせ＞静岡県生協連ＴＥＬ054-253-5987 

次回幹事会の日程 

２０１４年２月５日（水） 

１３：３０～１６：００   

会場： 司法書士会館 

 

 ＊オブザーバー参加を希望さ 

れる方は、事務局；静岡県

生協連へ連絡下さい。 

ＴＥＬ054-253-5987    

 

 


